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大分類 中分類 内容

(1)基礎縫 素縫、直線、護縫、縫合せ等、裁縫の基礎技法を練習したもの。 122

(2)補綴 接物、継物等、補修する技法を練習したもの。 42

(3)飾刺・飾縫 飾刺、飾縫等、装飾するための技法を練習したもの。 230

(4)その他 上記の分類にあてはまらない基礎的な技法を練習したもの。 17

(1)和装 着物、袴等の和装の一部を縫い上げたもの。 228

(2)洋装 帽子、背広、ズボン下等の洋装の一部を縫い上げたもの。 8

(3)その他 旗、幕、暖簾等の一部を縫い上げたもの。 1

(1)裁方罫引 反物に各部を配置した裁断前の状態を図示したもの。裁方図。 465

(2)縫合罫引 裁断済みの各部を縫い合せるために配置した状態を図示したもの。縫合図。 26

(3)縫上罫引 完成した衣服等を図示したもの。出来上がり図。 134

(4)腰立罫引 袴の腰板部分の作り方を図示したもの。 13

(5)その他罫引
複数の罫引を綴り合わせる等上記の分類にあてはまらない罫引、衣服の寸法を
書き出した紙等。

69

(6)裁切 衣服等の部分に見立てて裁断したもの。またそれを組み合わせたもの。 430

(1)和装 褄、袖、足袋等の型を切り抜くための紙。 252

(2)洋装 ズボン等の型を切り抜くための紙。 29

(3)小物 巾着等の型を切り抜くための紙。 522

(4）その他 上記の分類にあてはまらない型紙。 25

(1)和装 着物、袴等の和装のミニチュア。 206

(2)洋装 背広、ズボン下等の洋装のミニチュア。 39

(3)その他 旗、幕、暖簾等のミニチュア。 38

(1)和装 着物、袴等の和装の実寸大の完成品。 1

(2)洋装 子供服等の洋装の実寸大の完成品。 9

(3)その他 上記の分類にあてはまらない実寸大の完成品。 3

(1)小物 頭巾、帽子、涎掛け、巾着、財布等の完成品。 107

(2)刺繍 日本刺繍、西洋刺繍等の型紙、見本、完成品。 43

(3)編物 毛糸・レース等の編み方の見本等。 15

(4)結物 紐を使って装飾的に結ぶ技法の完成品。 149

(5)その他 上記の分類にあてはまらない手芸品。 6

(1)材料 腰板（袴の一部を構成する腰板そのもの）等。 15

(2)道具類 くけ台、ハサミ等の裁縫道具等。 41

(3)朴沢学園関係資料 朴沢学園の卒業証書、学校規則、教科書、ノート等。 155

(4)礼法関係資料 折形、水引、小笠原流相伝状等、礼法教育に関連するもの。 275

(5)教育関係資料 朴沢学園以外の卒業証書等、学校教育全般に関連するもの。 45

(6)その他 包紙、紙片等。 196

3,956

※大分類の定義

１．基礎縫 裁縫の基礎技法を練習したもの。

２．部分縫 衣服等で特に技術を要する一部分を製作したもの。

３．罫引・裁切
衣服等の製作過程を学習するために、紙に布の裁ち方、縫い合せ方等を図示し
たもの。あるいは罫引等紙を裁断したもの。また、それを組みあわせたもの。

４．型紙 布地を必要な形に裁断するために型として用いる紙。

５．裁縫雛形 ミニチュアで製作された布・紙製の衣服等。

６．実地裁縫 実寸大で製作された衣服等。

７．手芸 小物類を完成させたもの、および編物等の各種技法で製作したもの。

８．その他 上記に当てはまらないもの。

「朴沢学園裁縫教育資料（学習資料）」の分類および点数

7．手芸 320

8．その他 727

5．裁縫雛形 283

6．実地裁縫 13

3．罫引・裁切 1,137

4．型紙 828

指定資料点数

製
作
者
個
人
番
号

1．基礎縫 411

2．部分縫 237


